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伊勢警察署協議会議事録

令和４年度第２回伊勢警察署協議会

日 時 令和４年８月25日（木） 午後１時30分～午後２時45分
場 所 伊勢警察署４階会議室

１ 警察署協議会委員 10名
上田聖子委員、右京博巳委員、大見由佳委員、
木本博文委員、小嶋明美委員、杉浦信良委員、
龍田芳子委員、村田鎭男委員、山下育子委員、

出 席 者 山下政宏委員

２ 警察署 ６名
署長、警務課長、生活安全課長、刑事第一課長、
交通第一課長、警備課長

傍聴者数 なし

公開・非公開の別 公開

議 事 概 要

１ 警察署長挨拶
２ 大規模災害発生時における災害警備活動について

(１) 災害・防災について
(２) 災害と警察活動
ア 災害発生に備えた活動
イ 災害発生時の活動

３ 広域緊急援助隊による実演（庁舎北側駐車場）
４ 協議内容
＜委員＞ 災害発生時に自衛隊と共に現地に行った際、業務分担や指揮

はどのようにしているのか。
【警備課長】 合同指揮所が設置され、そこで業務分担や指揮がなされる。

救護活動は、各機関ごとに行われる。
＜委員＞ 合同指揮所はどのように編成されるのか。
【警備課長】 自衛隊、消防、警察等の関係機関が現地に仮設したテン

ト等に集まり、編成される。
＜委員＞ 消防のレスキュー隊の救護活動をテレビで見たことがあるが、

警察のレスキュー隊と違いはあるのか。
【警備課長】 大きな違いはないと思われる。大規模災害が発生すると

県に災害対策本部が設置され、各地からの被害状況等を集約し
ている。

＜委員＞ 災害発生時は災害に便乗した犯罪が発生するので、被害防止
の広報活動などを警察が行っていることを知って勉強になった。

＜委員＞ 私の友人が東日本大震災で被害に遭い、津波で家屋が流された。
友人は携帯電話だけ持って避難したが、５分避難が遅れると命
がなかったと聞いた。身近な人が被災すると災害に対する危機
意識を持つが、時が経つと意識が薄れてしまう。今回の協議会
で改めて災害に対する危機意識を持つことができた。

備 考 報道機関１社１名


